
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日

-
初
日
か
ら
､
何
日
後
に
刊
行
さ
れ
た
の
か
-

は
じ
め
に

浄
瑠
璃
本
は
､
初
演
の
時
､
い
つ
刊
行
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
｡

従
来
､
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
は
'
初
演
興
行
の
初
日
を
も
っ
て
見
倣
す
､
と
さ
れ
て
き
た
｡

し
か
し
種
々
の
資
料
を
総
合
し
て
み
る
と
'
初
日
か
ら
数
え
て
少
な
-
と
も
､
一
ケ
月
以
上
の

の
ち
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

本
稿
で
は
'
現
存
浄
瑠
璃
本
に
残
る
書
き
入
れ
を
主
な
資
料
と
し
て
,
｢
初
日
か
ら
何
日
後
に

刊
行
さ
れ
る
の
か
｣
'
こ
の
点
を
突
き
詰
め
て
み
た
い
O
あ
わ
せ
て
､
高
の
浄
瑠
璃
本
が
刊
行

さ
れ
る
ま
で
の
'
作
者
･
座
本
･
奉
行
所
･
坂
元
ら
の
関
係
に
つ
い
て
も
､
触
れ
て
お
き
た
い
｡

な
お
本
稿
で
い
う
｢
浄
瑠
璃
本
｣
と
は
'
義
太
夫
節
の
｢
通
し
本
｣
(
い
わ
ゆ
る
丸
杢
を
指

し
'
｢
抜
き
本
｣
(
い
わ
ゆ
る
稽
古
本
)
を
含
ま
な
い
｡
加
え
て
,
通
し
本
の
中
で
も
､
｢
大
字

㌻
1

本
｣
を
対
象
と
し
て
'
｢
中
字
本
｣
｢
細
字
本
｣
を
含
ま
な
い
｡
大
字
本
の
初
板
刊
行
と
､
初
演

興
行
初
日
と
の
'
具
体
的
な
隔
た
-
を
確
認
す
る
こ
と
が
､
本
稿
の
主
課
題
で
あ
る
｡

｢
浄
瑠
璃
本
刊
行
に
至
る
日
数

G
>

土
田
衛
氏
｢
紀
州
田
辺
藩
記
録
か
ら
｣
は
､
従
来
,
浄
瑠
璃
本
奥
付
の
年
記
か
ら
､
貞
享
三

午
(
一
六
八
六
)
七
月
初
演
と
さ
れ
て
き
た
『
佐
々
木
大
鑑
』
の
初
演
年
月
を
,
同
月
,
義
太

夫
が
紀
州
で
興
行
し
た
と
の
記
録
に
基
づ
い
て
,
｢
初
日
を
一
､
二
ケ
月
繰
-
上
げ
る
｣
べ
き
こ

と
を
説
か
れ
'
同
時
に
､

元
禄
以
前
の
浄
瑠
璃
本
は
､
そ
の
時
期
の
他
の
書
籍
と
同
様
に
刊
行
さ
れ
た
日
付
を
付
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
述
べ
ら
れ
た
｡

E
牌
山

与
川
｣

津

　

　

武

　

　

男

元
禄
ま
で
の
例
を
省
-
と
､
浄
瑠
璃
本
に
年
月
日
を
記
載
す
る
こ
と
は
､
竹
本
座
で
は
元
文

三
年
(
I
-
V
I
二
八
)
八
月
初
演
『
小
栗
判
官
車
街
道
』
が
は
や
-
､
豊
竹
座
で
は
そ
の
五
年
後
､

寛
保
二
年
(
三
四
三
=
斤
初
演
『
百
合
椎
高
麗
軍
記
』
を
初
例
と
し
て
,
以
後
､
基
本
的

に
本
文
未
に
年
月
日
を
記
す
よ
う
に
な
る
｡
ほ
か
に
採
る
べ
き
年
記
が
な
い
た
め
､
書
誌
学
上

こ
れ
を
｢
刊
記
｣
と
見
倣
す
が
､
土
田
氏
前
掲
論
文
に
､

巻
末
に
日
付
を
記
さ
れ
る
と
刊
記
と
の
区
別
が
つ
き
に
-
-
な
る
が
,
こ
の
時
期
以
後
の

浄
瑠
璃
本
の
場
合
は
､
刊
記
で
は
な
-
初
日
の
日
付
で
あ
る
｡
そ
の
こ
と
は
番
付
と
の
照

合
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
｡

と
指
摘
さ
れ
た
通
-
､
こ
れ
ら
は
､
初
演
興
行
の
初
日
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡

浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
は
､
浄
瑠
璃
本
以
外
に
よ
っ
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の

が
､
こ
の
課
題
の
要
諦
で
あ
る
｡
た
だ
し
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
を
知
-
得
る
資
料
は
い
-
つ
か

B
爪

ぁ
っ
て
､
既
に
'
『
義
太
夫
年
表
近
世
篇
』
(
以
下
､
『
年
表
』
)
に
も
引
用
さ
れ
て
い
た
｡
第

一
に
浄
瑠
璃
本
そ
の
も
の
､
第
二
に
随
筆
'
第
三
に
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
で
あ
る
｡

以
下
の
五
点
は
､
浄
瑠
璃
本
に
は
珍
し
く
刊
行
日
を
記
載
し
た
も
の
｡
①
『
唐
金
茂
衛
門

末
輩
』
七
行
本
に
｢
延
享
弐
歳
乙
丑
臓
月
間
朔
日
･
延
享
三
歳
丙
寅
正
月
十
八
日
本
出
来
｣
(
終

丁
裏
)
'
②
『
加
々
見
山
旧
錦
絵
』
七
行
本
に
｢
天
明
二
壬
寅
年
正
月
二
日
丘
本
売
出
し
三
月

廿
七
日
｣
(
終
丁
裏
)
､
③
『
新
物
八
百
家
献
立
』
七
行
本
に
｢
天
明
七
未
年
四
月
十
五
日
本
売

出
し
｣
(
終
丁
裏
)
､
④
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
入
行
本
に
｢
寛
政
七
乙
卯
年
七
月
十
五
日
本
売

出
し
申
候
｣
(
奥
付
)
､
⑤
『
実
生
源
氏
金
王
桜
』
七
行
本
に
｢
寛
政
十
一
年
己
未
正
月
発
行
｣

(
奥
付
)
､
と
あ
る
｡

:o:

③
④
⑤
は
初
日
不
明
の
た
め
､
初
日
と
刊
行
日
と
の
隔
た
-
は
判
ら
な
い
｡
①
と
②
は
,
初

日
と
刊
行
日
と
を
併
記
す
る
｡
そ
の
間
､
①
は
四
十
六
日
､
②
は
八
十
五
日
を
数
え
る
｡
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表
Ⅰ
　
大
坂
本
屋
仲
間
記
鋸
『
出
勤
帳
』
　
に
み
る
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日

一
､
本
リ
ス
I
は
､
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
『
出
勤
帳
』
　
に
み
え
る
､
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡

一
､
配
列
は
'
初
演
年
代
順
に
並
べ
た
｡

1
､
｢
作
品
名
｣
欄
に
は
､
内
題
を
採
用
.
た
だ
し
角
書
は
省
略
し
た
｡

一
㌧
　
｢
初
演
年
月
日
｣
欄
に
'
初
演
興
行
の
初
日
を
示
し
た
｡

二
　
｢
刊
行
日
｣
欄
に
'
刊
行
日
が
初
日
か
ら
み
て
何
日
後
で
あ
る
か
を
記
し
た
｡
初
日
を
零
'
翌
日
を
一
､
と
数
え
た
｡

な
お
日
数
は
'
湯
浅
吉
美
編
『
日
本
暦
日
便
覧
』
下
巻
暦
日
表
篇
建
武
元
年
～
明
治
5
年
･
解
説
篇
(
汲
古
書
院
､
一
九
八
八
年
)
　
に
よ
っ
て
数
え
た
｡

一
､
｢
記
事
｣
欄
に
'
記
載
内
容
を
適
宜
'
引
用
し
た
｡

1
､
｢
次
回
興
行
演
目
と
初
日
｣
欄
に
は
､
当
該
初
演
興
行
の
､
次
の
興
行
の
'
演
目
と
初
日
を
示
し
た
｡

1
'
｢
次
回
｣
欄
に
は
､
次
回
興
行
初
日
が
'
当
該
初
演
興
行
初
日
か
ら
み
て
何
日
後
で
あ
る
か
を
記
し
た
｡
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月
5

ロ辛

義
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書留
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永恋
√

章句 七
ノ卜▲

也昔

刺
杢

莱

2 排
年鹿
5 子

育
1T

売

,-J I
同宗
年兵

日
の
吉己
華

戟
頁

蝣_4-g
月 と 五 出 9 衛

る 11 申 日 し 月殿
日大 よ 候 日よ

塁 付字 り
■ト■

輿 の断
記 す

育 の稽
口古

ソし出 正 口 に
事参よ ) 0

り 童 ､
E∃

Si 屋 己
売 行 ′､ 華

七
出 o 司 兵
し 十 J＼ 衛
申 六 御 殿 行
候 日 断 よ 売

227 84 62 88 132 同 67 吹
日 日 日 日 日 右 冒 回

安花 安極 明四 明紙 明振

同

明廓 吹
永 樺 永楽 和天 和子 和袖 和色 回
3 会 2 往 6 王 5 6 天 5 上 輿
年稽 年来 年寺 年立 年神 午 行
8 褐
月布

7 蓮
月寄

2 伶
月人

12 両
月面

1 記
月

右 ll
月

演

13染 初 24 桜 21 鑑 27 19 と
日 P 冒 日 日 日 初

日

数仮
えに
る｢

7
月
1
日
｣
で

備
考

ま
た
宝
暦
十
一
年
(
1
七
六
l
)
　
五
月
初
演
『
曽
根
崎
模
様
』
七
行
本
の
'
豊
竹
越
前
少
操

の
蚊
文
に
は
'
前
年
十
二
月
十
一
日
初
演
『
祇
園
女
御
九
重
錦
』
に
つ
い
て
､

祇
園
女
御
九
重
錦
､
四
月
中
旬
之
本
出
し
､
是
又
繁
昌
仕
-
候

(
5
)

と
あ
る
｡
仮
に
四
月
十
二
日
と
す
る
と
'
そ
の
間
､
百
二
十
日
を
数
え
る
｡

次
に
､
随
筆
に
み
え
る
例
｡
『
明
和
雑
記
』
に
は
､
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
十
二
月
十
五
日

初
日
『
染
模
様
妹
背
門
松
』
　
に
つ
い
て
'

は

じ

こ

ろ

と

う

じ

ゆ

ん

初
メ
の
頃
は
さ
も
な
か
-
L
が
､
当
(
明
和
五
年
｡
引
用
者
注
)
　
二
月
上
旬

し

だ

こ

と

本
を
出
せ
し
な
-
｡
夫
よ
-
殊
の
外
は
や
り
毎
日
々
々
大
入(

6
)

と
あ
る
｡
仮
に
二
月
十
五
日
で
数
え
る
と
､
五
十
九
日
後
と
な
る
｡

続
い
て
､
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
｢
出
勤
帳
｣
に
み
え
る
例
を
'
表
Ⅰ
と
し
て
右
に
ま
と
め
た
｡

興
味
深
い
の
は
､
表
Ⅰ
の
3
､
『
初
櫓
操
日
録
』
七
行
本
に
､

十
月
二
日
よ
-
売
出
し
申
し
候
趣
､
吉
川
宗
兵
衛
殿
よ
-
断
-
に
参
る
｡



巳
来
､
七
行
売
出
し
日
限
､
断
に
参
候
由
'
御
申
し
也

と
あ
る
通
-
､
明
和
五
年
の
時
点
で
､
吉
川
が
率
先
し
て
届
け
出
た
点
で
あ
る
｡

同
様
の
報
告
が
'
短
い
問
に
『
関
取
二
代
勝
負
附
』
『
連
官
三
番
里
』
の
瀬
戸
物
屋
伊
兵
衛
'
『
忠

孝
大
蔵
通
』
の
正
本
屋
西
沢
小
兵
衛
と
続
-
こ
と
か
ら
､
浄
瑠
璃
本
屋
同
士
で
､
何
か
申
し
合

わ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
｡
た
だ
し
以
後
､
報
告
を
続
け
た
の
は
､
西

沢
小
兵
衛
だ
け
で
あ
る
の
で
'
ど
の
よ
う
な
理
由
で
申
し
出
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
､
不
明
で

(
7
)

あ
る
｡

以
上
に
み
た
例
は
'
『
年
表
』
に
も
触
れ
ら
れ
て
'
既
に
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
｡
次
に
､

9
6
頁
の
､
表
Ⅱ
を
参
照
さ
れ
た
い
｡
こ
れ
は
'
わ
た
-
L
が
進
め
て
い
る
所
在
調
査
の
中
で
確

認
し
た
､
浄
瑠
璃
本
に
み
え
る
書
き
込
み
を
'
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡

表
Ⅲ
は
'
大
字
本
の
初
板
本
に
み
え
る
､
刊
行
日
を
示
す
と
推
定
さ
れ
る
､
年
月
日
の
書
き

入
れ
を
ま
と
め
た
リ
ス
ト
で
あ
る
｡
な
お
書
き
入
れ
の
内
､
｢
本
出
｣
｢
出
来
｣
な
ど
を
伴
う
も

の
を
､
刊
行
日
を
示
す
と
解
釈
し
た
が
､
｢
調
之
｣
｢
求
之
｣
を
伴
う
も
の
お
よ
び
単
な
る
年
月

日
の
書
き
入
れ
は
'
入
手
年
次
と
み
て
採
ら
な
か
っ
た
｡
ま
た
初
板
後
摺
本
や
､
再
坂
本
に
記

さ
れ
た
例
は
､
今
回
の
課
題
と
は
関
係
が
な
い
の
で
リ
ス
ト
に
は
載
せ
て
い
な
い
｡

表
Ⅱ
の
恥
L
O
.
c
O
.
t
-
は
い
ず
れ
も
､
『
近
江
源
氏
先
陣
館
』
七
行
本
に
み
え
る
例
.
1
5
は
園

田
学
園
女
子
大
図
書
館
､
1

6
は
国
立
文
楽
劇
場
'
1
7
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
t
の
所
蔵
で
あ

Qる
O
所
蔵
機
関
も
､
旧
蔵
者
も
異
な
る
三
点
が
T
致
し
て
､
｢
三
月
十
三
日
｣
と
記
し
て
い
る
o

ま
た
『
融
大
臣
塩
竃
桜
花
』
の
場
合
も
､
2
4
国
立
劇
場
本
､
2
5
金
沢
大
学
図
書
館
本
が
､
｢
九
月

廿
七
日
｣
と
一
致
す
る
｡
こ
れ
か
ら
類
推
し
て
､
そ
の
他
の
｢
本
出
｣
｢
出
本
｣
｢
出
来
｣
､
ま
た

(
9
)

は
単
に
｢
出
｣
と
記
し
た
年
月
日
の
書
き
入
れ
も
､
信
用
し
て
よ
い
t
と
考
え
る
｡

9
8
頁
に
示
し
た
､
図
を
参
照
さ
れ
た
い
｡
左
に
'
『
年
表
』
記
載
の
も
の
'
右
に
は
､
表
Ⅱ
記

載
分
を
配
置
し
た
｡
お
お
ま
か
に
い
え
ば
､
四
十
日
か
ら
五
十
日
と
い
う
あ
た
-
に
､
密
集
し

て
い
る
｡

個
々
の
数
値
は
､
あ
-
ま
で
個
別
の
事
例
に
則
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上

で
､
1
般
的
傾
向
と
い
う
べ
き
か
､
初
日
か
ら
一
体
､
幾
日
後
ご
ろ
に
､
浄
瑠
璃
本
が
刊
行
さ

れ
る
､
と
近
世
期
に
お
い
て
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
た
め
に
'
平
均
値
を
求
め
て
み
た
｡

(
S
)
(
3
)

極
端
に
丁
数
の
少
な
い
二
例
と
､
劇
場
焼
失
･
移
転
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
一
例
を
特
殊
例
と

し
て
除
外
し
た
上
で
､
い
-
つ
か
の
場
合
で
の
平
均
を
採
っ
て
み
た
｡

【
従
来
知
ら
れ
て
い
た
資
料
群
(
数
直
線
左
)
　
の
平
均
日
数
】

こ
の
場
合
､
単
純
に
総
和
を
頭
割
-
す
る
と
'
お
よ
そ
四
三
･
八
七
日
(
小
数
点
第
三
位
以

下
省
略
)
と
な
る
O
特
別
な
場
合
を
除
-
意
味
で
､
上
下
丁
例
ず
つ
を
除
外
し
て
平
均
す
る
と
､

三
九
･
五
〇
日
と
な
る
｡

【
浄
瑠
璃
本
書
き
込
み
資
料
群
(
数
直
線
右
)
　
の
平
均
日
数
】

単
純
総
和
の
平
均
は
'
五
三
･
六
八
日
'
上
下
除
外
の
平
均
は
､
五
二
･
九
一
日
と
な
る
｡

【
全
体
で
の
平
均
日
数
】

単
純
総
和
の
平
均
は
､
五
一
二
二
〇
日
'
上
下
除
外
の
平
均
は
､
五
〇
･
六
七
日
と
な
る
｡

こ
れ
ら
の
数
値
は
､
あ
-
ま
で
概
数
で
あ
る
｡
そ
の
限
-
で
'
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
の
標
準

を
み
る
な
ら
ば
､
結
論
と
し
て
は
､
初
日
後
五
十
日
と
い
え
る
か
と
思
う
｡
従
来
'
浄
瑠
璃
本

の
刊
行
日
は
'
初
演
興
行
と
同
時
と
想
定
さ
れ
て
き
た
が
､
実
際
に
は
'
五
十
日
ほ
ど
遅
れ
た

ら
し
い
と
判
っ
た
｡

浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
を
､
｢
初
日
後
五
十
日
｣
と
見
定
め
た
場
合
に
生
じ
る
い
-
つ
か
の
疑
問

に
つ
い
て
､
以
下
'
検
討
し
た
い
｡

二
､
浄
瑠
璃
本
の
出
板
手
続
き

(r̂
)

従
来
､
未
紹
介
の
'
『
義
太
夫
節
根
元
抄
』
　
に
'

す

て

は

-

し

う

既
に
竹
本
豊
竹
両
座
博
恰
さ
か
ん
に
は
､
竹
本
の
正
本
屋
は
山
本
九
右
衛
門
､
豊
竹
は
西

む
つ

沢
九
左
衛
門
'
又
暫
-
大
西
芝
居
に
興
行
せ
し
陸
竹
は
玉
水
源
次
郎
｡
い
つ
れ
も
新
浄
瑠

さ

う

て

う

み

ち

ゆ

き

す

も

ふ

せ

う

ぷ

理
の
初
日
早
朝
よ
-
道
行
を
う
-
あ
る
か
す
｡
い
き
ほ
ひ
角
力
の
勝
負
付
う
る
よ
-
も
賑

は
し
か
り
し

蝣

(

.

-

:

:

;

'

,

と
あ
る
｡
初
演
興
行
の
初
日
'
｢
道
行
｣
本
だ
け
は
､
売
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
｡

さ

う

て

う

み

ち

ゆ

き

し
か
し
初
演
興
行
｢
初
日
早
朝
｣
か
ら
売
-
歩
-
｢
道
行
｣
と
は
'
ど
の
よ
う
な
体
裁
の
本
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で
あ
っ
た
か
｡
右
に
該
当
す
る
と
み
る
べ
き
資
料
そ
の
も
の
の
現
存
す
る
を
､
筆
者
は
寡
聞
に

(
1
3
)

し
て
知
ら
な
い
｡
大
字
本
の
｢
道
行
｣
二
丁
を
抜
き
摺
-
し
て
､
共
紙
の
前
表
紙
の
み
を
か
け

(
1
4
)

た
､
仮
綴
体
裁
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
｡

大
字
本
の
抜
き
摺
-
で
あ
ろ
う
と
､
あ
る
い
は
の
ち
の
抜
き
本
の
よ
う
に
'
大
字
本
と
別
板

で
あ
ろ
う
と
､
い
ず
れ
に
せ
よ
'
｢
道
行
｣
部
分
に
つ
い
て
は
初
日
前
に
､
浄
瑠
璃
本
の
草
稿
が

完
成
し
'
板
元
に
草
稿
が
渡
っ
て
い
た
こ
と
は
､
確
か
で
あ
る
｡

問
題
は
'
残
余
　
(
追
行
以
外
)
　
の
'
大
半
部
分
の
草
稿
が
手
渡
さ
れ
る
の
は
､
通
行
と
同
時

か
/
初
日
よ
-
あ
と
か
の
解
明
で
あ
る
が
､
結
論
か
ら
述
べ
る
と
､
こ
の
点
を
考
証
す
る
に
は
'

充
分
な
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｡
本
節
で
は
､
浄
瑠
璃
本
刊
行
に
関
わ
る
人
間

(
作
者
･
座
本
･
奉
行
所
･
板
元
)
　
の
関
係
に
つ
い
て
､
先
行
研
究
に
説
か
れ
た
点
を
ま
と
め
て

お
き
た
い
｡

(
1
5
)

祐
田
善
雄
氏
｢
近
松
浄
瑠
璃
七
行
本
の
研
究
｣
は
､
浄
瑠
璃
本
出
板
に
至
る
手
続
き
を
､
次

の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
｡

新
作
浄
瑠
璃
が
書
き
上
が
る
と
､
座
本
よ
-
町
奉
行
へ
､
書
き
本
を
届
け
出
て
､
字
句
の

検
閲
を
受
け
る
｡
上
演
許
可
が
下
-
る
と
､
座
本
か
ら
本
屋
仲
間
へ
原
稿
が
渡
さ
れ
る
｡

彫
板
を
し
て
摺
本
が
作
ら
れ
る
と
､
奉
行
所
へ
献
本
す
る
が
､
こ
れ
を
上
げ
本
と
言
う
｡

こ
れ
ら
の
手
続
を
済
ま
せ
る
と
､
仲
間
行
事
株
帳
面
に
記
入
さ
れ
て
'
板
株
の
権
利
が
発

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
｡
上
げ
本
は
大
阪
で
は
住
吉
御
文
庫
に
奉
納
す
る
慣
例
で
あ
っ

た
｡

以
上
の
順
序
で
出
版
し
た
か
ら
､
上
演
許
可
を
得
た
浄
瑠
璃
本
は
'
出
版
の
審
査
を
省
略

し
て
､
上
げ
本
を
納
め
る
だ
け
で
出
版
が
許
可
さ
れ
た

こ
こ
で
は
特
に
､
｢
出
版
の
審
査
を
省
略
｣
す
る
点
に
注
目
し
た
い
｡

｢
出
版
の
審
査
｣
と
は
'
本
屋
仲
間
に
よ
る
事
前
審
査
の
こ
と
で
あ
る
｡
｢
仲
間
改
｣
｢
改
｣
と

呼
ば
れ
る
審
査
が
'
浄
瑠
璃
本
に
つ
い
て
は
省
略
さ
れ
て
い
た
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
､
『
義
太
夫

(
1
6
)

本
公
訴
一
件
』
を
み
る
｡

A
.
｢
天
保
三
辰
年
十
一
月
十
九
日
｣
付
､
江
戸
西
宮
新
六
提
出
文
書
に
､

和
漢
之
書
籍
与
申
儀
に
て
も
無
之
'
書
物
問
屋
共
之
取
扱
'
改
杯
敦
候
品
に
て
は
無
之
､

上
方
表
之
儀
は
如
何
に
御
座
候
哉
相
弁
不
申
候
待
共
'
江
戸
表
に
て
は
地
本
問
屋
行
事
共

迄
も
前
々
よ
-
改
は
致
来
不
申
候
｡
尤
義
太
夫
本
に
不
限
､
長
唄
本
､
其
外
､
常
盤
津
･

富
本
･
清
元
･
新
内
節
等
に
至
る
ま
て
､
仲
間
行
事
之
攻
は
仕
来
-
不
申
候
｡
此
義
は
､

芝
居
に
て
狂
言
に
興
行
致
し
､
且
は
太
夫
共
門
弟
其
外
江
稽
古
本
に
相
用
ひ
候
事
故
､

前
々
よ
り
新
規
に
出
来
之
分
に
て
も
其
時
々
改
は
無
之
候
｡

ま
た
B
.
｢
天
保
四
巳
年
十
一
月
｣
付
､
江
戸
地
本
間
屋
行
事
提
出
文
書
に
､

義
太
夫
本
之
儀
は
'
当
時
に
て
は
多
分
私
共
仲
間
之
者
共
渡
世
に
仕
居
候
得
共
､
是
迄
行

事
に
て
改
も
不
仕
品
故
､
仲
間
帳
面
等
に
も
記
無
之
侯

と
あ
る
｡

A
に
は
､
｢
書
物
問
屋
共
之
取
扱
､
改
杯
致
候
品
に
て
は
無
之
｣
｢
江
戸
表
に
て
は
地
本
問
屋

行
事
共
迄
も
前
々
よ
-
攻
は
致
来
不
申
候
｣
と
あ
っ
て
'
仲
間
改
め
を
省
略
す
る
理
由
&
'
｢
芝

居
に
て
狂
言
に
興
行
致
し
｣
云
々
､
上
演
許
可
を
既
に
得
た
も
の
で
あ
る
か
ら
t
と
説
明
し
て

い
る
｡
な
お
B
は
､
｢
義
太
夫
本
之
儀
は
｣
｢
是
迄
行
事
に
て
攻
も
不
仕
品
故
'
仲
間
帳
面
等
に

も
記
無
之
候
｣
と
あ
っ
て
､
西
宮
の
証
言
を
裏
付
け
る
｡

右
は
江
戸
の
例
｡
で
は
大
坂
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
｡
次
に
掲
げ
る
資
料
か
ら
､
江
戸
と

同
様
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
｡(a)

大
坂
本
屋
仲
間
記
録
『
出
勤
帳
』
二
寛
政
五
年
丑
九
月
二
十
日
｣
条
に
'

大
字
七
行
本
⊥
ハ
行
ぬ
き
本
類
買
板
歩
銀
､
是
迄
二
被
出
候
事
哉
'
帳
面
こ
も
見
当
り
不

申
候
間
'
御
吟
味
之
上
い
ま
だ
其
儀
無
之
儀
二
候
ハ
､
､
指
出
侯
様
'
被
仰
付
被
下
度
候

事

と
あ
る
｡
仲
間
改
め
が
あ
っ
た
な
ら
ば
'
当
然
記
録
に
残
っ
て
い
る
は
ず
の
審
査
科
｢
買
板
歩

銀
｣
　
の
受
領
記
録
が
'
な
い
｡
こ
の
記
述
は
､
寛
政
五
年
以
前
に
､
浄
瑠
璃
本
の
本
屋
仲
間
改

め
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
明
確
な
証
拠
t
と
解
釈
で
き
る
｡
大
坂
で
も
､
浄
瑠
璃
本
の
本

屋
仲
間
改
め
は
､
な
か
っ
た
｡
法
的
根
拠
は
､
や
は
-
上
演
許
可
が
既
に
下
-
て
い
る
こ
と
に

あ
っ
た
､
と
推
考
で
き
る
｡

以
上
を
踏
ま
え
て
'
浄
瑠
璃
本
刊
行
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
'
さ
き
に
引
い
た
祐
田
氏
の
説

明
を
､
わ
た
-
L
に
整
理
し
､
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
｡
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①
作
　
　
者
･
原
稿
完
成

②
座
　
　
本
･
奉
行
所
へ
提
出
｡
並
行
し
て
上
演
準
備
｡

③
奉
行
所
･
上
演
許
可

④
座
　
　
本
･
興
行
開
始
(
初
日
)
｡

(2)

⑤
大
坂
坂
元
･
浄
瑠
璃
本
(
大
字
本
)
製
作
､
刊
行
｡

ま
ず
①
'
｢
作
者
｣
が
原
稿
を
完
成
さ
せ
る
｡
つ
ぎ
に
②
'
｢
座
本
｣
が
奉
行
所
へ
提
出
す
る
(
節

付
前
の
､
本
文
の
み
で
あ
ろ
う
｡
奉
行
が
節
付
に
口
出
し
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
)
　
と
'
こ
の

審
査
期
間
中
(
審
査
に
何
日
か
か
る
の
か
は
不
明
)
　
に
､
上
演
の
準
備
に
取
-
か
か
る
｡
そ
し(

1
9
)

て
③
｢
奉
行
所
｣
か
ら
上
演
許
可
が
出
て
､
④
初
日
を
迎
え
る
と
い
っ
た
順
序
と
考
え
ら
れ
る
｡

浄
瑠
璃
本
の
草
稿
は
､
仲
間
改
め
が
な
い
以
上
'
｢
本
屋
仲
間
｣
へ
で
は
な
-
､
坂
元
に
直
接
､

渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
本
屋
仲
間
改
め
を
省
略
す
る
法
的
根
拠
が
､
上
演
許
可
を
得
た

と
い
う
一
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
､
上
演
許
可
申
請
の
手
続
き
を
行
な
う
｢
座
本
｣
が
､

｢
板
元
｣
　
へ
手
渡
し
た
と
推
考
す
る
｡

以
上
'
浄
瑠
璃
本
出
板
に
至
る
ま
で
の
'
作
者
･
座
本
･
奉
行
所
･
坂
元
の
関
わ
り
に
つ
い

て
'
再
確
認
し
た
｡
浄
瑠
璃
本
は
'
座
本
が
申
請
し
､
座
本
が
得
た
､
奉
行
所
か
ら
の
上
演
許

可
を
根
拠
と
し
て
'
板
元
は
本
屋
仲
間
の
改
め
を
省
略
し
て
刊
行
す
る
こ
と
の
出
来
た
出
版
物

で
あ
る
､
と
述
べ
得
る
｡

仲
間
改
め
を
経
な
い
の
で
あ
る
か
ら
'
出
板
を
急
げ
ば
､
急
ぐ
こ
と
も
出
来
た
の
で
は
な
い

か
､
と
思
わ
れ
る
(
道
行
本
は
現
に
､
初
日
か
ら
売
ら
れ
て
い
る
)
｡
し
か
し
浄
瑠
璃
本
は
'
｢
初

日
後
五
十
日
｣
前
後
に
､
出
板
さ
れ
て
い
た
｡

そ
も
そ
も
刊
行
ま
で
に
､
初
日
後
､
五
十
日
ほ
ど
も
時
間
を
要
す
る
理
由
は
､
何
で
あ
ろ
う

か
｡
製
本
に
至
る
す
べ
て
の
作
業
(
坂
下
作
成
､
板
木
彫
刻
､
校
正
､
摺
刷
'
折
､
綴
じ
'
表

紙
掛
け
)
が
'
手
工
業
で
あ
る
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
が
､
道
行
本
は
初
日
に
刊
行
で
き
た
の

で
あ
る
か
ら
､
多
人
数
を
投
入
す
れ
ば
解
決
で
き
た
で
あ
ろ
う
｡
す
る
と
､
元
来
､
急
ぐ
つ
も

り
が
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
｡

初
日
を
迎
え
た
直
後
に
､
物
語
の
内
容
の
す
べ
て
を
出
版
/
公
開
す
る
こ
と
は
､
興
行
戦
略

上
､
不
利
で
あ
る
t
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
｡
筆
者
と
し
て
は
､
観
客
動
員
数
が
落
ち
込
み
始
め

s

る
ご
ろ
に
､
本
を
出
し
た
の
で
は
を
い
か
､
と
考
え
て
い
る
｡
大
方
の
御
叱
正
を
賜
り
た
い
｡

三
､
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
と
､
次
回
興
行
と
の
前
後
関
係

初
演
興
行
初
日
を
本
文
末
に
掲
げ
る
た
め
か
'
浄
瑠
璃
本
は
､
初
演
興
行
と
同
時
に
刊
行
さ

】矧E

れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
｡
し
か
し
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
が
､
｢
初
日
後
五
十
日
｣
ほ
ど
で

あ
っ
た
と
な
る
と
､
｢
同
時
｣
と
表
現
す
る
こ
と
に
多
少
た
め
ら
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
'
｢
場

合
に
よ
っ
て
は
､
当
該
初
演
興
行
を
打
ち
上
げ
'
次
回
興
行
の
初
日
を
迎
え
た
､
と
い
う
事
例

も
あ
-
得
る
の
で
は
な
い
か
｣
と
の
疑
問
が
生
じ
る
｡

浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
と
､
次
回
興
行
初
日
(
勿
論
'
当
該
初
演
興
行
を
催
し
た
劇
団
の
も
の
)

と
の
関
係
を
み
る
た
め
に
'
表
Ⅰ
'
表
Ⅲ
の
下
方
に
､
次
回
興
行
の
｢
演
目
と
初
日
｣
を
記
し

た
｡
｢
次
回
｣
欄
に
は
､
当
該
初
演
興
行
の
初
日
と
､
次
回
興
行
初
日
と
の
隔
た
り
を
'
日
数
で

記
し
た
｡

結
論
を
述
べ
る
と
､
す
べ
て
の
事
例
に
お
い
て
'
次
回
興
行
初
日
は
､
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日

よ
-
､
遅
か
っ
た
｡
言
い
換
え
て
､
浄
瑠
璃
本
は
､
次
回
興
行
開
始
以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
｡

表
Ⅱ
の
2
3
､
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
本
『
塩
飽
七
島
稚
陣
取
』
　
の
､
｢
十
一
月
九
日
本
出
｣

｢
同
十
六
日
に
相
休
　
堺
へ
十
五
日
間
参
｣
と
の
書
き
入
れ
は
'
象
徴
的
で
あ
る
｡
同
書
に
拠
れ

ば
'
初
日
後
､
四
十
六
日
目
に
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
を
見
､
五
十
三
日
目
に
終
演
し
た
､
と
い
う
｡

浄
瑠
璃
本
『
塩
飽
七
島
稚
陣
取
』
は
ま
さ
し
-
'
初
演
興
行
中
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
限

-
で
'
初
演
興
行
と
(
同
時
)
の
刊
行
､
と
言
い
得
よ
う
｡

浄
瑠
璃
本
屋
に
と
っ
て
も
'
刊
行
日
よ
-
前
に
初
演
興
行
が
終
わ
っ
て
い
た
の
で
は
､
何
ら

の
宣
伝
効
果
も
得
ら
れ
ず
'
営
業
戦
略
上
も
不
利
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡
劇
団
の

興
行
戦
略
(
可
能
な
限
-
､
作
品
内
容
を
秘
匿
す
る
)
　
と
､
本
屋
の
営
業
戦
略
(
人
々
の
関
心

の
あ
る
内
に
､
刊
行
す
る
)
と
の
折
り
合
っ
た
点
が
'
｢
初
日
後
五
十
日
｣
と
い
う
日
数
　
-
　
好

評
の
場
合
は
遅
-
な
-
､
不
評
の
場
合
は
早
ま
る
　
-
　
な
の
だ
t
と
筆
者
は
推
定
す
る
｡

以
上
に
引
い
た
例
か
ら
'

･
浄
瑠
璃
本
は
､
初
演
興
行
中
に
'
刊
行
さ
れ
る

･
浄
瑠
璃
本
は
､
初
演
興
行
初
日
よ
り
､
あ
と
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
る

こ
と
の
二
点
を
'
明
ら
か
に
し
得
た
か
と
思
う
｡
裏
付
け
と
な
る
と
解
釈
で
き
る
資
料
を
､
以
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下
に
引
い
て
お
く
｡∴

∵

『
当
世
芝
居
気
質
』
　
(
巻
二
の
二
｢
近
松
の
再
来
天
か
ら
ふ
つ
た
趣
向
｣
)
を
み
る
と
､

ほ

ん

た

ぴ

ぬ

き

う

ら

た
ま
ノ
(
＼
は
や
る
浄
る
-
有
時
は
､
本
の
出
ぬ
う
ち
旅
芝
居
へ
下
抜
し
て
売
ふ

云
々
と
あ
っ
て
'
初
演
興
行
開
始
の
の
ち
､
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
に
至
る
ま
で
に
､
時
間
的
な
空

自
'
｢
本
の
出
ぬ
｣
期
間
が
あ
っ
た
と
知
ら
れ
る
｡
浄
瑠
璃
本
が
初
演
興
行
の
初
日
よ
-
､
遅
れ

て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
の
､
傍
証
で
あ
る
｡

(
2
3
)

『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
が
､
こ
れ
は
具
体
的
に
､
寛
延
元
年
(
一

七
四
八
)
　
八
月
初
演
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
初
板
の
事
情
で
あ
る
｡

同
書
上
巻
｢
陸
奥
伊
太
夫
(
竹
本
此
太
夫
)
｣
条
に
､

忠
臣
蔵
九
本
を
出
せ
し
時
､
右
の
次
第
に
て
心
よ
か
ら
ぬ
事
に
て
東
座
へ
出
勤
し
､
又
な

か
ば
よ
り
大
隅
操
同
役
を
語
ら
れ
､
是
も
評
判
宜
敷
候
共
'
右
出
せ
し
本
の
七
つ
目
掛
合

に
は
'
[
此
]
由
良
之
助
役
は
か
-
の
ご
と
-
'
此
太
夫
に
て
出
せ
L

と
あ
っ
て
､
｢
九
本
｣
す
な
わ
ち
大
字
の
通
し
本
刊
行
の
時
､
此
太
夫
は
既
に
｢
東
座
へ
出
勤
し
｣
'

替
わ
-
役
の
　
｢
大
隅
操
｣
が
｢
同
役
を
語
｣
　
っ
て
い
た
が
'
七
段
目
の
由
良
之
助
の
太
夫
指
定

に
は
'
初
演
者
｢
此
太
夫
｣
　
の
名
を
記
載
し
た
､
と
い
う
｡

(
,
:
.
,

｢
大
隅
操
｣
　
へ
の
交
替
を
'
『
浄
瑠
璃
譜
』
は
十
月
t
　
と
伝
え
る
｡
『
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
』

の
記
述
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
'
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
大
字
本
の
刊
行
は
､
十
月
に
な
っ
て
か

ら
､
と
推
定
で
き
る
｡
八
月
十
四
日
の
初
日
か
ら
数
え
て
､
一
ケ
月
半
以
上
も
あ
と
'
お
よ
そ

五
十
日
後
と
な
る
｡

四
㌧
古
浄
瑠
璃
時
代
の
'
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日

義
太
夫
節
の
浄
瑠
璃
本
の
出
板
慣
習
に
関
す
る
｢
初
演
興
行
と
同
時
の
刊
行
｣
と
い
う
通
説

は
､
｢
同
時
｣
　
の
語
に
｢
初
日
後
五
十
日
｣
ほ
ど
の
幅
を
持
た
せ
る
と
の
条
件
を
付
け
る
な
ら

ば
'
間
違
い
で
は
な
い
｡

こ
の
出
板
慣
習
が
い
つ
､
だ
れ
の
創
始
に
な
る
も
の
か
｡
筆
者
に
は
極
め
て
興
味
深
い
課
題

で
あ
る
が
､
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
｡

(
2
5
)

『
今
昔
操
年
代
記
』
を
引
用
す
る
｡

①
｢
井
上
播
磨
操
｣
条
に
､

ゆ

か

と

ぢ

で

し

め
い
ノ
＼
口
ま
ね
せ
ん
と
す
れ
共
､
其
比
は
床
本
か
た
-
閉
て
､
弟
子
た
ら
ん
に
も
む
さ

と
ゆ
る
さ
ず
｡

も

ち

ろ

ん

け

い

こ

や

う

〈

き

､

か

き

く

だ

り

勿
論
稽
古
本
と
い
ふ
事
な
-
､
漸
間
者
に
し
て
'
一
行
二
行
つ
､
お
ぼ
へ
､
夜
あ
る

と
も

き
の
友
と
な
し
ぬ
､
い
ま
だ
大
坂
に
浄
る
-
本
屋
な
-
､
つ
て
を
も
っ
て
替
-
浄
る
り
出

判
s
r
a
s

れ
ば
､
前
の
浄
る
-
を
こ
ん
も
う
し
て
､
京
に
て
是
を
版
行
す
る
と
い
へ
と
も
､
し
ら
み

か

き

あ

い

ゑ

こ

み

と

う

じ

本
と
い
ふ
に
五
段
を
書
､
そ
の
間
/
＼
に
､
一
段
の
絵
を
さ
し
込
'
童
子
の
も
て
あ
そ
び

け

い

こ

に

ん

た

す

け

と
し
て
ひ
ろ
む
る
､
ま
っ
た
-
稽
古
人
の
助
と
な
ら
ず
､
や
う
や
-
播
磨
太
夫
手
筋
よ
-
､

へ

ん

か

き

し

や

う

ば

い

す

心
斎
橋
筋
三
津
寺
辺
に
､
書
本
を
商
売
仕
る
井
上
弥
兵
衛
と
い
ふ
人
､
太
夫
の
ゆ
る
L
を

カ

た

き

か

み

お

ろ

し

こ

ひ

う

け

け

い

こ

に

ん

た

す

け

請
'
語
り
本
の
内
'
追
行
･
四
季
､
神
落
な
と
を
乞
請
､
是
を
書
本
に
し
て
稽
古
人
の
助

の

ぞ

つ

て

と
な
し
ぬ
､
其
外
段
物
望
む
衆
中
､
伝
を
も
っ
て
弟
子
と
成
､
ふ
し
口
伝
稽
古
す
る
と
い

へ
と
も
､
む
さ
と
お
し
へ
ず
､
む
さ
と
弟
子
を
と
ら
ず

ま
た
②
｢
宇
治
加
賀
抹
｣
条
に
は
､

/
＼
だ
h
り

け
い
こ
本
人
行
を
'
四
条
小
橋
つ
ぼ
や
と
い
へ
る
に
板
行
さ
せ
､
浄
る
-
本
に
謡
の
ご
と

-
フ
シ
章
を
さ
し
は
じ
め
L
は
此
太
夫
ぞ
か
し
｡

①
②
は
あ
わ
せ
て
引
用
さ
れ
て
'
｢
絵
入
細
字
本
は
'
稽
古
に
は
使
え
な
い
｣
(
①
)
が
､
｢
加

く
だ
h
リ

賀
操
の
代
と
な
っ
て
'
稽
古
に
使
用
可
能
な
｢
八
行
｣
の
大
字
本
が
創
ら
れ
た
｣
(
②
)
と
指
摘

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
｡

し
か
る
に
前
述
の
関
心
を
も
っ
て
読
み
直
す
と
､
｢
し
ら
み
本
｣
　
の
ひ
と
つ
手
前
の
文
章
'

っ
て
を
も
つ
て
替
り
浄
る
り
出
れ
ば
､
前
の
浄
る
-
を
こ
ん
も
う
し
て
'
京
に
て
是
を

は
ん
か
う
･
　
･

板
行
す
る
　
(
傍
点
筆
者
)

が
､
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
｡

｢
替
-
浄
る
-
出
れ
ば
｣
､
す
な
わ
ち
､
次
回
作
の
初
演
興
行
が
始
ま
っ
た
段
階
に
な
っ
て
､

は
じ
め
て
｢
前
の
浄
る
-
｣
　
の
本
が
刊
行
さ
れ
た
と
述
べ
る
｡
八
行
本
以
前
の
こ
と
で
は
あ
る

が
､
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
に
至
る
経
過
お
よ
び
そ
の
時
期
に
関
し
て
述
べ
た
､
き
わ
め
て
早
い
資

料
で
あ
る
｡

『
今
昔
操
年
代
記
』
は
､
享
保
十
二
年
(
一
七
二
七
)
正
月
の
刊
｡
坂
元
は
､
正
本
屋
西
沢
九

左
衛
門
で
'
作
者
は
九
左
衛
門
自
身
､
す
な
わ
ち
｢
西
沢
一
風
｣
　
で
あ
る
｡
そ
し
て
こ
の
九
左

衛
門
は
'
享
保
十
二
年
の
当
時
､
豊
竹
座
の
正
本
坂
元
と
し
て
､
同
座
初
演
作
品
の
浄
瑠
璃
本
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を
初
板
し
た
坂
元
で
も
あ
る
｡

当
流
浄
瑠
璃
(
義
太
夫
節
)
　
の
浄
瑠
璃
本
の
坂
元
で
あ
る
西
沢
が
｢
か
つ
て
は
'
こ
の
よ
う

で
あ
っ
た
｣
と
記
す
場
合
'
享
保
十
二
年
当
時
と
異
な
る
点
を
取
-
上
げ
た
､
と
考
え
ら
れ
る

(
違
わ
ぬ
点
は
'
書
か
な
-
て
も
よ
い
の
だ
か
ら
)
｡
す
る
と
'
｢
か
つ
て
(
古
浄
瑠
璃
時
代
)
浄

瑠
璃
本
は
'
次
回
作
上
演
を
得
た
ね
ば
'
出
な
か
っ
た
が
'
現
代
は
､
次
回
作
に
替
わ
る
前
'

す
な
わ
ち
初
演
興
行
中
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｣
と
述
べ
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ

と
が
で
き
る
､
と
考
え
る
｡

特
に
'
西
沢
が
豊
竹
座
の
正
本
板
元
で
あ
る
以
上
'
少
な
-
と
も
'
自
分
の
店
で
出
す
本
に

つ
い
て
は
､
初
演
興
行
中
に
刊
行
し
て
い
る
､
と
述
べ
た
も
の
､
と
推
考
す
る
｡

『
今
昔
操
年
代
記
』
に
は
'
浄
瑠
璃
本
の
｢
初
演
興
行
と
同
時
の
刊
行
｣
を
始
め
た
､
太
夫
お

よ
び
坂
元
に
触
れ
る
と
こ
ろ
は
､
な
い
｡
こ
れ
は
'
西
沢
九
左
衛
門
が
最
初
で
な
い
こ
と
を
明

示
し
て
い
る
　
(
自
店
発
案
な
ら
ば
､
明
記
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
)
｡
お
そ
ら
-
は
競
合
店
･
正
本

屋
山
本
家
(
京
の
九
兵
衛
･
大
坂
の
九
右
衛
門
)
　
の
案
出
に
か
か
る
た
め
'
言
及
を
避
け
た
も

の
と
推
定
す
る
｡
山
本
家
の
案
出
な
ら
ば
'
京
都
･
宇
治
加
賀
操
'
大
坂
･
竹
本
筑
後
操
'
い

S
)

ず
れ
か
の
初
演
作
品
に
始
ま
っ
た
と
推
測
す
る
｡

い
つ
､
ど
の
作
品
が
､
｢
初
演
興
行
時
の
浄
瑠
璃
本
開
板
｣
の
､
最
初
例
か
｡
今
後
の
課
題
で

あ
る
｡

お
わ
り
に

最
後
に
､
『
伝
奇
作
書
』
か
ら
､
浄
瑠
璃
本
売
-
出
し
当
日
の
'
本
屋
の
店
頭
の
風
景
を
'
引

(
2
7
)

用
し
て
お
き
た
い
｡

書
林
の
店
に
て
'
番
頭
･
手
代
･
丁
稚
を
始
め
､
板
摺
工
･
表
紙
屋
の
職
人
ま
で
手
伝
ひ

て
'
本
渡
と
て
'
入
口
に
丸
太
囲
ひ
に
て
木
戸
を
拝
へ
'
何
百
冊
･
何
十
冊
と
印
せ
し
切

手
を
､
前
に
渡
し
置
L
を
持
ち
来
た
れ
ば
t
か
の
木
戸
口
よ
-
､
一
人
づ
､
入
れ
､
取
-

渡
し
に
す
る
事
也
｡

と
あ
る
｡

こ
ん
に
ち
で
も
､
た
と
え
ば
パ
ソ
コ
ン
ソ
7
-
の
｢
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
｣
な
ど
の
売
出
し
の
日

な
ど
に
は
､
量
販
店
の
店
頭
に
早
朝
か
ら
､
行
列
に
並
ば
せ
､
特
別
に
造
っ
た
窓
口
で
'
ひ
と

-
ず
つ
'
前
に
渡
し
た
予
約
伝
票
と
商
品
を
引
き
換
え
に
す
る
'
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
映
像
を

み
る
｡
『
伝
奇
作
書
』
の
伝
え
る
｢
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
｣
も
､
そ
の
よ
う
な
'
あ
る
種
､
特
別

な
日
で
あ
っ
た
ら
し
い
｡
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
､
表
Ⅲ
の
よ
う
な
'
書
き
込
み
が
残
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
'
と
思
わ
れ
る
｡

本
稿
は
'
二
〇
〇
二
年
一
月
二
十
六
日
開
催
'
演
劇
博
物
館
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で

行
な
っ
た
､
口
頭
発
表
｢
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
日
｣
に
基
づ
-
｡
同
日
'
伊
藤
洋
'
内
山
美
樹
子
､

武
井
協
三
､
竹
本
幹
夫
､
和
田
修
各
先
生
よ
-
､
席
上
､
種
々
御
教
示
を
賜
-
ま
し
た
｡
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

ま
た
本
稿
を
な
す
に
あ
た
-
'
資
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
ま
し
た
各
所
蔵
機
関
に
､
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
｡

な
お
本
稿
は
'
日
本
学
術
振
興
会
の
平
成
十
三
･
十
四
両
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
　
(
特
別

研
究
員
奨
励
費
)
　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
｡

注
(
-
)
　
中
字
本
の
刊
行
(
摺
刷
)
時
期
の
考
証
に
つ
い
て
,
時
松
孝
文
民
｢
角
太
夫
節
正
本
の
刊
行
　
9
3

と
京
都
草
子
屋
の
動
向
｣
(
『
近
世
文
芸
』
第
六
十
盲
､
一
九
九
五
年
,
日
本
近
世
文
学
会
)
　
　
l

を
参
照
さ
れ
た
い
｡
浄
瑠
璃
本
に
残
さ
れ
た
墨
書
か
ら
､
刊
行
年
を
推
定
す
る
な
ど
､
多
-
の

示
唆
を
与
え
ら
れ
た
｡

(
2
)
　
『
演
劇
研
究
会
会
報
』
第
十
八
号
'
一
九
九
二
年
六
月
所
収
｡

(
3
)
　
義
太
夫
年
表
近
世
篇
刊
行
会
'
八
木
書
店
､
一
九
七
九
～
l
九
九
〇
年
｡

(
4
)
　
『
彦
山
権
現
誓
助
剣
』
は
天
明
六
年
閏
十
月
の
初
演
時
､
大
坂
で
七
行
本
が
開
板
さ
れ
た
｡
④

同
作
入
行
本
は
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
重
板
で
あ
る
｡
『
年
表
』
は
､
同
八
行
本
の
存
在
か
ら
'

江
戸
で
の
再
演
興
行
を
想
定
す
る
が
､
そ
の
初
日
は
未
詳
で
あ
る
｡

(
5
)
　
『
曽
根
崎
模
様
』
越
前
少
抜
放
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
'
宝
暦
十
一
年
二
月
十
四
日
夜
の
豊
竹

座
焼
失
､
堺
へ
の
引
越
し
興
行
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
､
『
祇
園
女
御
九
重
錦
』
　
の
日
数
は
例
外

と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

(
6
)
　
『
染
模
様
妹
背
門
松
』
に
は
､
七
行
本
に
､
初
板
の
ほ
か
'
再
板
も
あ
る
｡
『
明
和
雑
記
』
は
'

い
ず
れ
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
か
､
記
述
の
内
容
か
ら
は
特
定
し
得
な
い
が
､
表
Ⅱ
に
引
-
他

例
に
照
ら
せ
ば
'
初
板
と
考
え
て
よ
い
､
と
思
う
｡

(
サ
)
　
　
頁
に
述
べ
る
よ
う
に
'
本
屋
仲
間
に
よ
る
改
め
は
行
な
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
､
い
つ

売
-
出
そ
う
が
､
報
告
す
べ
き
義
務
は
､
浄
瑠
璃
本
坂
元
に
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
｡
同
時
に
'



仲
間
行
司
に
も
'
聞
い
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
責
任
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
｡
そ
の
た
め
､

申
し
出
は
あ
っ
た
が
'
本
屋
仲
間
の
業
務
の
埼
外
で
あ
る
と
し
て
､
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
､
と

の
場
合
も
想
定
さ
れ
る
｡

(
8
)
『
近
江
源
氏
先
陣
館
』
の
七
行
本
の
初
板
に
は
､
未
改
訂
本
(
終
丁
裏
･
作
者
四
人
)
'
第
1

次
改
訂
本
(
作
者
五
人
)
､
第
二
次
改
訂
本
(
作
者
七
人
)
と
が
あ
る
｡
1
5
は
第
一
次
改
訂
本
､
1
6
･

1
7
は
第
二
次
改
訂
本
｡

｢
三
月
十
三
日
本
出
｣
は
三
種
い
ず
れ
の
刊
行
日
を
述
べ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
､
仮
に
未

改
訂
本
の
刊
行
日
と
す
る
と
､
第
一
次
･
第
二
次
の
改
訂
は
､
三
月
二
十
五
日
ま
で
に
行
な
わ

れ
た
(
1

6
の
書
き
込
み
に
拠
る
)
､
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
9
)
表
Ⅱ
の
4
㌧
佐
伯
市
立
佐
伯
図
書
館
所
蔵
『
恋
女
房
染
分
手
綱
』
の
書
き
込
み
は
､
｢
寛
延

四
歳
末
四
月
十
一
日
求
之
｣
と
あ
っ
て
､
｢
本
出
｣
な
ど
の
語
を
含
ま
な
い
｡
対
象
外
で
は
あ

る
が
､
3
の
書
き
込
み
と
月
日
が
1
致
す
る
の
で
､
特
に
加
え
た
｡

｢
求
之
｣
｢
調
之
｣
を
伴
う
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
'
今
後
の
検
討
の
対
象
と
し
た
い
｡

表
Ⅰ
の
-
『
初
櫓
操
目
録
』
は
'
見
取
-
興
行
の
､
段
物
集
｡
同
興
行
で
上
演
さ
れ
た
'
『
国

性
爺
合
戦
』
初
段
･
第
二
㌧
『
嬢
景
清
人
島
日
記
』
第
三
'
『
男
作
五
雁
金
』
第
五
･
第
六
､
『
大

塔
宮
犠
鎧
』
第
三
を
収
録
｡

『
嬢
景
清
八
島
日
記
』
の
十
九
丁
以
外
は
､
既
刻
七
行
本
(
国
性
爺
は
山
本
板
再
板
(
百
三

丁
本
)
'
大
塔
富
は
『
太
平
記
犠
鎧
』
)
か
ら
板
木
流
用
し
て
､
成
る
｡
そ
の
た
め
『
初
櫓
操
目

録
』
の
新
刻
板
木
は
'
題
答
と
'
序
文
一
丁
を
加
え
て
､
二
十
丁
分
(
両
面
で
十
枚
)
に
留
ま

る
｡

表
Ⅱ
の
2
8
『
千
里
竹
雪
曙
』
は
'
仝
十
一
段
中
の
､
｢
六
冊
日
｣
｢
七
冊
目
｣
｢
八
冊
目
｣
の

み
を
収
め
る
｡
丁
付
は
｢
千
里
四
十
五
｣
に
始
ま
-
､
｢
千
里
七
十
五
｣
に
終
わ
る
｡
前
後
の

本
文
を
備
え
､
完
本
と
す
る
こ
と
を
企
図
し
な
が
ら
､
当
該
部
分
の
み
を
単
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
､
と
推
考
さ
れ
る
｡
同
作
の
新
刻
板
木
は
､
三
十
二
丁
分
(
両
面
で
十
六
枚
)
ほ
ど
に

留
ま
る
｡

(
:
=
!
)
注
(
5
)
の
'
『
祇
園
女
御
九
重
錦
』
｡

V
"
-
i
)
引
用
は
､
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
(
請
求
記
号
｢
ル
二
八
-
三
｣
)
か
ら
｡
同
書
は
､

寛
政
八
年
(
一
七
九
六
)
成
立
の
写
本
で
'
義
太
夫
節
の
歴
史
に
関
す
る
随
筆
｡
編
者
は
｢
老

慧
散
人
圭
之
七
十
翁
｣
(
本
文
末
)
｡

同
名
書
に
は
'
ほ
か
に
玉
川
大
学
図
書
館
､
大
阪
音
楽
大
学
音
楽
博
物
館
に
､
所
蔵
が
あ
る
｡

諸
本
関
係
に
つ
い
て
は
'
未
考
｡
別
稿
に
考
証
､
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
Q

筑
後
接
や
播
磨
少
操
の
｢
給
銀
｣
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
な
ど
'
内
容
に
は
注
目
す
べ
き
点

が
多
い
｡

"
1
た
と
え
ば
享
保
十
一
年
(
一
七
二
六
)
二
月
初
演
『
曽
我
錦
凡
帳
』
七
行
本
で
は
'
追
行

｢
第
四
追
行
袖
の
大
磯
｣
二
丁
の
丁
付
は
｢
そ
道
壱
｣
｢
そ
■
道
二
｣
､
節
事
｢
と
ん
さ
-
大

こ
-
ま
ひ
｣
二
丁
の
丁
付
は
｢
そ
■
｣
と
あ
っ
て
､
丁
数
の
連
続
す
る
他
の
丁
と
'
表
記
が
異

な
る
｡
追
行
･
節
事
と
､
他
の
坂
下
･
板
木
の
制
作
が
､
同
一
過
程
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
よ
う
｡

同
作
七
行
本
に
は
､
道
行
'
節
事
そ
れ
ぞ
れ
の
標
題
下
に
｢
作
者
安
田
蛙
文
｣
と
あ
る
本

(
天
理
図
･
東
京
芸
大
図
)
､
道
行
下
は
空
自
'
節
事
の
み
署
名
が
あ
る
本
(
国
会
図
･
中
之
島

図
)
､
い
ず
れ
も
署
名
の
な
い
本
(
松
竹
大
谷
図
)
t
　
の
三
種
が
残
る
｡
板
木
を
削
る
の
で
は
な

く
､
墨
を
の
せ
な
い
こ
と
で
､
摺
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
｡

同
作
は
､
浄
瑠
璃
作
者
･
安
田
蛙
文
の
初
署
名
作
で
あ
る
｡
し
か
し
通
し
本
の
内
題
下
の
ほ

か
'
六
十
三
㌧
　
六
十
八
丁
目
の
標
題
下
に
ま
で
作
者
名
を
記
す
こ
と
の
効
果
は
､
こ
れ
ら
が
単

行
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
､
は
じ
め
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

V
"
-
o
　
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
､
狩
野
文
庫
『
鎌
田
兵
衛
名
所
盃
』
八
行
本
の
､
各
丁
袋
の
中
に

は
､
次
の
五
軒
十
一
種
の
､
抜
き
本
表
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
｡

か

が

の

-

に

し

の

ほ

ら

か

つ

せ

ん

れ

ん

り

か

ち

き

ね

【
竹
本
座
初
演
作
品
】
'
①
｢
正
本
屋
九
兵
衛
板
｣
『
加
賀
国
篠
原
合
戦
　
道
行
連
理
の
拍
杵
』
､

と
う
き
や
う
し
ゆ
ゑ
ん
ぐ
る
ま

｢
荘
本
屋
山
本
九
兵
衛
板
｣
『
猿
丸
太
夫
鹿
巻
竜
　
道
鏡
酒
宴
車
』
｡
②
｢
い
と
や
市
兵
衛
板
｣

だ

い

き

ヤ

う

じ

こ

よ

み

か

さ

ね

い

づ

､

『
大
経
師
む
か
し
暦
　
お
さ
ん
茂
兵
衛
こ
よ
み
歌
』
　
(
他
に
､
宮
古
路
本
『
重
井
筒
中
巻
　
い

だ

ん

あ

ふ

ぎ

は

つ

け

い

す

け

な

り

と

き

む

ね

け
ん
の
段
』
)
｡
③
｢
本
屋
仁
兵
衛
｣
『
そ
が
扇
八
景
　
祐
成
時
宗
通
行
』
　
(
他
に
､
唄
本
｢
正
本

う

た

や

お

【

　

　

　

】

･

-

　

･

　

　

　

･

佃
扶
粗
描
福
台
適
矯
掘
　
濃
路
』
『
藤
原
秀
郷
俵
系
図
追
行
旅
純
綿
万
浩
『
三
滴
も
戒
　
　
L

慶
碍
軍
談
　
道
行
花
の
浮
橋
』
｡
⑤
｢
正
本
屋
小
兵
衛
板
｣
『
し
き
し
ま
操
軍
記
　
逆
行
妹
背

は

な

う

り

す

ヾ

か

け

の
花
売
』
『
下
総
国
累
露
　
道
行
嫉
妬
五
月
雨
』
『
番
場
忠
太
紅
梅
施
　
道
行
越
路
の
買
掛
』
｡

ご
く
さ
い
し
き
む
す
め
あ
ふ
ぎ

ま
た
他
に
①
｢
正
本
屋
山
本
九
右
衛
門
板
｣
『
極
彩
色
娘
扇
　
道
行
四
つ
の
ち
ま
た
』
宮
古

＼

⊥

,

I

.

蝣

�

"

-

�

"

'

:

ル

ヽ

.

路
本
'
②
｢
い
と
や
源
助
板
｣
　
『
す
み
だ
川
　
狂
女
道
行
』
都
半
仲
本
t
が
あ
る
｡

義
太
夫
本
五
軒
十
一
種
の
内
､
①
山
本
九
兵
衛
二
種
､
④
西
沢
九
左
衛
門
四
種
､
⑤
正
本
屋
小

兵
衛
三
種
､
計
三
軒
九
種
こ
そ
'
｢
初
日
早
朝
｣
か
ら
販
売
の
道
行
本
の
表
紙
で
あ
っ
た
と
考
え
､

仮
綴
体
裁
と
想
定
し
た
｡

な
お
東
北
大
図
『
鎌
田
兵
衛
名
所
盃
』
　
に
'
七
軒
十
五
種
の
表
紙
(
重
複
分
も
あ
る
)
　
を
合

紙
と
し
た
改
装
者
に
つ
い
て
は
'
未
詳
(
描
-
師
カ
)
0

(
S
)
　
祐
田
善
雄
氏
著
『
浄
瑠
璃
史
論
考
』
'
中
央
公
論
社
'
1
九
七
五
年
所
収
.

^
1
　
引
用
は
､
注
(
S
)
　
の
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
七
巻
｢
人
形
浄
瑠
璃
｣
所
収
の
翻

刻
(
解
題
校
注
担
当
･
山
根
為
雄
氏
)
　
よ
-
o

^
　
引
用
は
､
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
』
第
1
巻
'
清
文
堂
出
版
､

一
九
七
五
年
よ
-
｡

(
o
o
¥
　
中
字
本
は
､
大
字
本
の
出
板
の
の
ち
に
､
制
作
に
入
る
こ
と
は
'
『
諸
事
取
締
帳
』
　
(
菱
屋
治

兵
衛
･
菊
屋
七
郎
兵
衛
･
海
老
屋
伊
三
郎
･
菱
屋
孫
兵
衛
･
鶴
屋
喜
右
衛
門
連
署
の
　
｢
寛
政
六



甲
寅
年
九
月
｣
付
文
書
)
　
に
み
え
る
｡

竹
本
義
太
夫
座
浄
瑠
璃
大
字
七
行
正
本
坂
元
山
本
九
兵
衛
殿
､
豊
竹
越
前
座
大
字
七
行
正

本
坂
元
西
沢
九
左
衛
門
殿
'
右
両
家
よ
-
往
年
之
醐
新
浄
瑠
璃
出
板
之
節
'
当
地
之
義
ハ

銘
々
共
引
請
売
弘
メ
罷
有
候
｡
尤
於
当
地
右
新
浄
瑠
璃
七
行
正
本
出
板
後
仮
名
書
十
行
二

写
取
彫
刻
致
候
義
､
別
当
地
中
字
株
御
座
候
｡

右
の
引
用
は
'
大
橋
正
叔
氏
｢
『
諸
事
取
締
帳
』
　
(
浄
瑠
璃
本
の
出
版
　
-
　
そ
の
二
　
-
　
)
｣

(
天
理
図
書
館
『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
七
十
五
号
'
一
九
八
〇
年
)
　
よ
-
｡

ま
た
大
字
本
は
大
坂
'
中
字
本
は
京
都
の
本
屋
が
開
板
す
る
と
の
取
り
決
め
は
'
大
坂
本
屋

仲
間
記
録
『
出
勤
帳
』
｢
明
和
五
年
十
二
月
十
六
日
｣
　
の
記
事
に
み
え
る
｡

七
行
は
勿
論
'
大
坂
板
｡
中
字
は
､
京
板
｡
絵
つ
-
し
ハ
大
坂
板
に
相
走
｡
京
行
事
へ
双

方
よ
り
一
札
取
有
之
候
｡
但
し
､
吉
川
の
物
は
前
々
よ
-
之
通
'
中
字
絵
つ
-
し
共
京
板

こ
敦
筈
｡

引
用
は
､
長
友
千
代
治
氏
｢
正
本
屋
小
兵
衛
覚
書
｣
　
(
『
近
世
･
上
方
/
浄
瑠
璃
本
出
版
の
研

究
』
東
京
堂
出
版
､
一
九
九
九
年
)
　
よ
-
｡
た
だ
し
こ
れ
ら
の
取
-
決
め
が
い
つ
成
立
し
た
も

の
か
は
'
明
ら
か
で
な
い
｡

『
南
蛮
鉄
後
藤
目
貫
』
に
つ
い
て
は
'
享
保
二
十
年
｢
二
月
七
日
初
日
と
書
出
せ
L
に
'
外

題
､
御
上
よ
-
御
差
留
あ
-
､
直
様
か
ん
ぽ
ん
を
引
､
同
二
月
十
二
日
初
日
｣
と
し
て
'
『
清

和
源
氏
十
五
段
』
再
演
に
切
り
替
え
た
､
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
　
(
『
浄
瑠
璃
譜
』
)
｡

同
例
か
ら
は
､
奉
行
所
へ
の
上
演
許
可
申
請
(
奉
行
所
の
審
査
)
中
に
初
日
を
予
告
し
た
こ

と
'
上
演
許
可
(
不
許
可
)
　
の
通
告
は
初
日
前
に
あ
っ
た
こ
と
t
が
判
る
｡

伊
藤
洋
氏
よ
-
'
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
は
'
戯
曲
の
公
開
が
上
演
権
の
公
開
と
直
結
し
た

た
め
､
初
演
興
行
の
終
了
近
-
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
た
､
と
教
え
て
戴
い
た
｡
記
し
て
'
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
｡

(
a
)
　
た
と
え
ば
内
山
美
樹
子
氏
｢
浄
瑠
璃
再
発
見
(
1
)
　
　
:
並
木
宗
輔
の
作
品
と
｢
北
条
時
頼

記
｣
　
の
こ
と
な
ど
　
-
　
｣
　
(
『
第
三
豆
回
文
楽
公
演
　
平
成
十
三
年
五
月
　
国
立
劇
場
』
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
､
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
､
二
〇
〇
一
年
五
月
所
収
)
　
に
'

浄
瑠
璃
の
作
品
は
書
き
お
ろ
さ
れ
'
初
演
さ
れ
る
と
同
時
に
九
本
が
出
版
さ
れ
､
竹
本
座
､

豊
竹
座
の
舞
台
を
見
て
い
な
い
遠
隔
地
の
人
々
に
も
劇
文
学
と
し
て
読
ま
れ
､
以
後
再
版

が
重
ね
ら
れ
て
い
き
ま
す
｡
全
段
も
の
の
浄
瑠
璃
本
が
容
易
に
入
手
で
き
る
こ
と
か
ら
､

竹
本
座
'
豊
竹
座
以
外
の
浄
瑠
璃
座
　
-
　
江
戸
､
京
都
､
そ
の
他
都
市
の
座
､
全
国
を
精

力
的
に
巡
業
す
る
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
座
等
　
-
　
は
初
演
直
後
か
ら
浄
瑠
璃
本
を
頼
-
に
上

演
を
開
始
し
ま
す
｡

と
あ
る
｡
時
期
(
｢
初
演
さ
れ
る
と
同
時
｣
｢
初
演
直
後
｣
)
　
に
関
し
て
は
若
干
の
注
釈
を
要
す

る
も
の
の
へ
浄
瑠
璃
本
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
､
非
常
に
重
要
な
指
摘
を
含
む
｡

l
o
c
i
,
!
　
引
用
は
'
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六
巻
｢
歌
舞
伎
｣
､
三
一
書

房
t
 
l
九
七
三
年
所
収
の
翻
刻
(
解
題
校
注
担
当
･
熊
倉
功
夫
氏
)
　
よ
り
｡

(
S
3
)
　
引
用
は
'
法
月
敏
彦
氏
校
訂
･
国
立
劇
場
芸
能
調
査
室
編
『
(
演
芸
資
料
選
書
･
6
)
増
補

浄
瑠
璃
大
系
図
』
上
巻
(
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
'
一
九
九
三
年
)
　
よ
-
0

(
c
S
)
　
引
用
は
'
『
燕
石
十
種
』
第
三
巻
'
中
央
公
論
社
､
一
九
七
九
年
九
月
所
収
の
翻
刻
(
校
訂
･

宇
田
敏
彦
氏
)
　
よ
-
0

(
8
)
　
引
用
は
'
芸
能
史
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
七
巻
｢
人
形
浄
瑠
璃
｣
'
三

一
萱
屠
'
一
九
七
五
年
所
収
の
翻
刻
(
解
題
校
注
担
当
･
山
根
為
雄
氏
)
　
よ
り
｡

(
8
)
　
『
浄
瑠
璃
当
流
小
百
番
』
　
の
'
筑
後
操
の
｢
自
序
｣
に
､

新
浄
瑠
璃
の
か
は
り
め
に
は
､
直
本
を
高
麗
橋
壱
町
目
山
本
氏
に
渡
し
､
版
行
せ
し
む
る

と
あ
る
｡
注
(
8
)
　
の
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
七
巻
｢
人
形
浄
瑠
璃
｣
に
'
翻
刻

(
解
題
校
注
担
当
･
大
橋
正
叔
氏
)
　
が
あ
る
｡
｢
元
禄
十
五
六
七
年
頃
刊
行
｣
　
(
解
題
)
0

筑
後
操
の
述
べ
る
｢
新
浄
瑠
璃
の
か
は
-
め
｣
と
は
､
｢
新
作
初
演
の
折
｣
　
で
あ
ろ
う
が
､

そ
の
際
手
渡
す
｢
直
本
｣
は
､
当
該
新
作
を
指
す
か
､
上
演
終
了
直
後
の
前
作
の
意
か
､
い
ず

れ
で
あ
ろ
う
か
｡

(
S
3
)
　
『
伝
奇
作
書
』
初
編
中
の
巻
｢
並
木
宗
助
が
伝
｣
｡
引
用
は
､
『
新
群
書
類
従
第
1
』
演
劇
'

国
書
刊
行
会
､
一
九
〇
六
　
(
明
治
三
十
九
)
年
所
収
の
翻
刻
よ
り
｡



表
Ⅱ
　
浄
瑠
璃
本
刊
行
日
書
き
込
み
岩
見

一
､
本
リ
ス
ト
は
､
大
字
本
の
初
板
初
刷
本
の
内
'
刊
行
日
を
示
す
と
思
わ
れ
る
年
月
日
の
書
き
入
れ
を
も
つ
本
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
｡

※
｢
出
本
｣
｢
也
来
｣
を
伴
う
書
き
入
れ
を
､
刊
行
日
を
示
す
も
の
と
解
釈
す
る
｡
｢
調
之
｣
｢
求
之
｣
を
伴
う
も
の
'
お
よ
び
単
な
る
年
月
日
の
書
き
入
れ
は
'
入
手
年
次
と
み
て
採
ら
な
か
っ
た
｡

二
　
｢
書
き
込
み
｣
欄
に
､
書
き
込
み
の
内
容
と
'
(
)
　
内
に
当
該
本
の
所
蔵
機
関
･
請
求
記
号
'
書
き
込
み
箇
所
､
を
記
し
た
｡

1
､
配
列
'
｢
作
品
名
｣
｢
初
演
年
月
日
｣
｢
刊
行
日
｣
｢
次
回
｣
｢
次
回
興
行
演
目
と
初
日
｣
各
欄
は
'
表
Ⅰ
凡
例
参
照
の
こ
と
｡
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29 日 3 枚 3 吉鑑 =ヒ｢1 13 寿 22 閤 29 6 操 5 2 1 22
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図:浄瑠璃本の刊行日
左側: 『義太夫年表　近世篇』記載分

【17】初櫓操日録

【29】関取二代勝負附･連官三番里

【39】けいせい恋飛脚
【40】忠孝大様通･伊達娘恋緋鹿子

【43】紙子仕立両面鑑
【46】唐金茂衛門東墨

【85】加々見山旧錦絵

【120】祇園女御九重錦

20

30

右側:表Ⅱ記載分(浄瑠璃本書き込み)

【21】千里竹雪曙

【32】世話言漠楚軍談･後太平記瓢実録･性根競姉川頭巾

【37】鳩湖高名硯

40 【40】比良御陣雪舛形

【42】融大臣塩竃桜花

【43】富士日記菖蒲刀･朕方武士鑑

【46】殿造千丈森･塩飽七島碓陣取

【48】花樽会稽褐布染

50 【49】しきしま操軍記･仮名写安土問答

【51】義仲勲功記

【53】富士日記菖蒲刀･倭歌月見松

【55】番場忠太紅梅簸･ 【56】桜姫賎姫桜

60 【59】安倍宗任松浦笠

70 【69】恋女房染分手綱･相馬太郎掌文談

【73】源平布引瀧

80 【79】難波丸金鶏

【93】仮字雑後日菅原･近江源氏先陣館
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※縦線のEl盛りは､ EI付o
※ 【】内の数字は､初日から刊行日までの日数｡


